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INFORMATION 

このたびJQAのマネジメントシステム審査判定会（以下審査判定会）は、1990年の第1回から数えて800回を迎えました。この
間審査判定会に付議された新規登録と更新、変更などの案件は、10万件を超えています。これはひとえに、JQAでISO 9001、
ISO 14001、ISO 27001などをはじめとするISOマネジメントシステムの認証を取得・継続されているお客さまのご支援の賜物で
す。この場を借りて御礼申し上げます。

■ 審査判定会の業務
お客さまとの直接的な接点が少ない審査判定会ですが、どのような活動を行っているのか、ここで簡単にご紹介します。
審査判定会は、毎週およそ200件のペースで各種審査について、担当審査員からの審査報告をもとに新規認証や認証の

継続などの可否判断を行っています。
審査判定会は審査業務とは切り離され、完全に独立を保っています。現在の審査判定会の判定委員は、すべての規格に

対応するために35名の陣容となっています。JQAの規定に定められた基準を満たす資格者が任命され、規格の専門性に応じ
て判定にあたります。
また審査判定会は認証の新規登録や継続の判定のほかに、登録組織に対する第三者からの苦情があった場合、その認証
の妥当性を審議します。ここから得られる経験は、それ以後認証の妥当性が問われることのないよう審査技術の向上に生かさ
れています。

JQAではいま、審査報告書の見直しをはじめ、お客さま本意の認証サービスを徹底しています。審査判定会としても、認証が
お客さま、さらにはお客さまのステークホルダーにとって役立つものになっているかという視点を大切にして、900回、1,000回の
審査判定会を目指していきたいと思います。

火曜日は判定会
800回を迎えたJQAのマネジメントシステム審査判定会

JQAは2008年にJABおよびRvAより新認定ISO/IEC 17021への移行を承認されました。これに伴い、認定シンボルおよび
認定マークが変更されています。登録組織の皆さまには、旧シンボル（旧マーク）から新シンボル（新マーク）への移行をお願いし
てまいりましたが、移行期間が残り約1年となりましたので、改めてお知らせします。

■ JAB認定シンボル
旧シンボルから新シンボル（ISO 9001、ISO 14001、ISO/IEC 27001、ISO 13485、JIS Q 9100、TL 9000の各規格共通）
に変更されました。
（JQA登録マークに変更はありません）

■ RvA認定マーク
ISO 14001認定マークの認定番号が変更（ISO 9001認定マークと統一）されました。
（JQA登録マークに変更はありません）

旧シンボル表示例

旧マーク表示例

2011年9月14日まで使用可能です。

2011年9月14日まで使用可能です。

2011年9月15日以降は新シンボルのみ使用できます。
（ロゴにMSの表記追加、認定番号がCM009に統一）

2011年9月15日以降は新シンボルのみ使用できます。
（認定番号がC 089に統一）

新シンボル表示例

新マーク表示例

JAB認定シンボルおよびRvA認定マークの移行について
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● 新しいシンボル／マークデータがご入用の場合はこちらから ●

http://www.jqa.jp からマネジメントシステム審査登録へ
各種様式ダウンロード  をクリック

■ 本件に関するお問い合わせ先 ■ 

認証センター 業務部 業務1課
TEL: 03-6212-9569
E-Mail: goods@jqa.jp

■ マネジメントシステム審査判定会の位置づけ
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過去ISOセミナーに参加されたお客さまから内部監査に関するセミナー開催の
要望を多くお寄せいただいており、JQAではこのたび全国3都市（東京、名古屋、
大阪）で内部監査の無料セミナーを開催することになりました。
そもそも内部監査は第三者認証の準備のために行うのではなく、組織の業務
改善のために活用するものです。当セミナーではJQAの審査員が審査で見られ
る内部監査の問題点から、その解決のヒントご提案まで具体例を交えて分かりや
すくお話しします。内部監査でお困りやお悩みをお持ちの方は、この機会に内部
監査を見直してはいかがでしょうか。

■開催概要
東　京： 12月2日（木）　推進センター　
 〒100-8308 東京都千代田区丸の内2-5-2　三菱ビル14F
名古屋： 12月3日（金）　ISO中部支部　
 〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南1-24-30
 名古屋三井ビルディング本館9F
大　阪： 12月7日（火）　ISO関西支部　
 〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原4-1-9
 新大阪フロントビル6F
時　間： 14:00 ～ 16:00
費　用： 無料
（定員になり次第締め切らせていただきます）

■予定プログラム
１）審査で見られる内部監査の問題点
２）内部監査のポイント
３）内部監査充実のためのヒント・ご提案
主にISO 9001の管理責任者の方を
対象にした内容です。

■お申し込み方法
JQAマネジメントシステム審査
登録HPからお申し込みいただけます。
お申し込み方法の詳細については
裏表紙（表4）をご参照ください。

2010年11月発行不定期刊
Vol.21（通算58号）

〒812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南1-2-3
博多駅前第1ビル3F
TEL:092-432-4810　FAX:092-432-4811

大阪府大阪市淀川区宮原4-1-9
新大阪フロントビル6F
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ISO 9001認証組織向け
内部監査無料セミナーを開催します

JQAのブース展示

ISO 50001のプレゼンテーション 東京会場の模様

従来、更新・変更等の審査後に新たな登録証（本証および付属書、関連事業所登録証）をお送りする場合、旧登録証のご
返送をお願いしておりましたが、2010年11月1日以降はご返送は不要になります。つきましては、新たな登録証がお手元に届き
ました時点で旧登録証は無効となりますので、組織内や第三者から旧登録証の内容が有効であるとの誤解を招かないよう、速
やかに処分をお願いします。
なお、登録の一時停止(＊1)および登録の解除(＊2)の場合は従来通り登録証を下記までご返送願います。

（＊1） 登録を一定期間（最長6カ月）停止すること
（＊2） 契約不履行等による登録の取り消しやお客さま都合による登録の返上等

JQAは9月15日（水）～17日（金）に東京ビッグサイトで開催されたECO-
Manufacture2010（第7回製造業環境・エネルギー対策展）に出展しました。イベン
トには16,000名を超える方 が々来場され、JQAのブースおよびプレゼンテーションに
も多くの方にお立ち寄り・ご出席いただきました。この場を借りて御礼申し上げます。
JQAメンバーズサイト（登録組織限定）では当日ご参加いただけなかった

お客さまのために、プレゼンテーション資料（PDF）の無料ダウンロードサー
ビスを提供しています。2011年発行予定のISO 50001を取り上げた内
容となっておりますのでぜひご覧ください。

認証の更新・変更等に伴う旧登録証の取り扱いについて

プレゼンテーションテーマ

「エネルギーマネジメントシステム－EMSを活用した
ISO 50001システム構築」

■ 本件に関するお問い合わせ ■
登録証等の返送先  

〒100-8308
東京都千代田区丸の内2-5-2
三菱ビル13階
JQAマネジメントシステム部門
認証センター 業務部 業務1課
TEL：03-6212-9568

ISO 50001（エネルギーマネジメントシステム）を紹介
ECOMA2010盛況のうちに終了

登録証
（本証、付属書、
関連事業所登録証）

登録更新
登録内容の変更

ご返送不要
プレゼンテーション用登録証、IQNet登録証も従来通り返送は不要です

登録一時停止
登録解除 ご返送ください
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